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歴史と文化の薫りただよう、
うるおいとにぎわいのまち

中央区

平成31年

中央区だより
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新
年
度
を
迎
え
て

区の人口 （住民基本
台帳による）

4月７日
第288号 ※平成31年2月末現在の住民基

本台帳による。転出予定者を含ま
ず。（　）内は前月末比。

人口…… 175,727人	（-194）
　男………83,623人	 （-68）
　女………92,104人	（-126）
世帯……87,001世帯	 （-83）

◆防災人材育成・地域づくり事業
【600 万円】
　避難所運営に関する講習会などを開催し、災
害に強いまちづくりを促進します。また、地域
による津波自主避難マップの作成を支援します。
◆糖尿病予防事業【170 万円】
　区の健康課題である糖尿病の正しい知識や予
防方法を知ってもらうため、イベントの開催や
飲食店でのヘルシーランチの提供を通じて、区
民の関心を高めます。
◆話そう・つなごう・あなたの想い　
終活きっかけ作り事業【100 万円】
　1人暮らしや身寄りのない高齢者が、事前に意思表示する医療やケアを
人生の最期まで受けられるよう、関係機関と連携し支援します。

◆路上駐輪対策事業【150 万円】
　古町地区において、定期的な啓発活動を行うほか、地元商店街組合など
と対策を検討し、駐輪マナーの向上と路上駐輪の削減を図ります。
◆アトリウム発にぎわいプロジェクト
【120 万円】
　NEXT21・１階のアトリウムを、地域や民間事
業者の皆さんの情報発信の場として活用してもら
えるよう、さまざまなイベントを実施します。

◆区民協働森づくり事業【500 万円】
　近年松くい虫の被害が新潟島でも確認さ
れていることから、地域住民と協働し、海
浜植物園周辺に松くい虫に強いクロマツを植
樹します。
◆とやの物語《NEXT STORY》
【330 万円】
　鳥屋野潟の自然に触れ、自然環境の大切
さを知ってもらうため、とやの物語 2019
を開催します。また、新たに他団体との連
携など、鳥屋野潟の魅力を発信する活動に
取り組みます。

◆北前船がもたらした伝統的産業 PR 事業【380 万円】
　新潟漆器・発酵食などの伝統産業やみなとまち新潟のおもてなし文化を
代表する古町芸妓を PRし、区の魅力を次の世
代へ継承します。
◆地域のお宝！再発見事業【210 万円】
　新潟シティガイドの解説付きまち歩きや市民
提案によるまち歩きを実施し、区民が地域に関
心を深めるきっかけにします。

　区の特色を生かしたまちづくりを進めるために実施する、中央区の平成
31年度「特色ある区づくり事業」の概要を紹介します。
　地域の皆さんと連携・協働しながら、区ビジョンまちづくり計画に示す
４つの目指す区の姿に沿った事業に取り組み、「歴史と文化の薫りただよ
う、うるおいとにぎわいのまち」を目指します。	
問い合わせ　総務課管理財務グループ（☎ 223-7082）

安心してすこやかに暮らせるまち

水と緑が調和したやすらぎのあるまち

未来につなぐ歴史・文化のまち

魅力的で活力あふれる拠点のまち

その他

◆区自治協議会提案事業【150 万円】
　区の自治協議会が、地域で生活する上での身近な課題に対して、地域住
民と区が協働で進めるまちづくりにつながるよう、モデル事業や調査・検
討などを行います。

平成 31 年度 中央区

特色ある区づくり事業

◆みんなでつながるにっこにこ子育て
応援事業【420 万円】
　地域で安心して子育てができるよう、子育
て講座を開催したり、仲間づくりの場を提供
したりすることで、妊娠期から子育て期にわ
たる切れ目ない支援を行います。
◆地域主体の人口減少に関する取り組み推進事業【60万円】
　地域コミュニティ協議会などを対象に、地域カルテを活用した研修会を
実施し、人口減少や高齢化に対応する地域の取り組みを推進します。
◆赤ちゃん誕生お祝い会支援事業【60万円】
　子育て中の保護者と地域住民の交流を図る、赤ちゃん誕生お祝い会の開
催を支援します。
◆犯罪のない地域づくり事業【50万円】
　主に高齢者に向けて、特殊詐欺に対する注意を喚起します。
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迎
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特
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取
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９
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開
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す
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赤
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誕
生
お
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い
会
の
開

催
支
援
な
ど
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全
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取
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。

　
ま
た
、
災
害
が
発
生
し
た
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に
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ず
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る
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取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
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。
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と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
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を
目
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し
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年
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も
職
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一
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取
り
組
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ま
い
り
た
い
と
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え

て
い
ま
す
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う
ぞ
よ
ろ
し
く
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願
い
い
た
し
ま
す
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